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なかとんべつ町議会だより１９４号 ２

第２回
定例会
第２回
定例会

　平成28年第２回定例会が、６月７日から２日間の会期で開催され、冒頭の行政報告
で小林町長から下記４点について報告がありました。
　１．全社会資源参加シェアコミュニティ構築事業に係る協定の締結について
　　　全町的な交通資源の洗い出しや効果的な運行形態を検討するため、国内で事業
　　を展開している業者と協定を結び、今後の方向性を見出したい。
　２．国民健康保険病院院長の交代について
　　　柴中光一院長が自身の体調と家族の事情により、７月31日をもって退職する。
　　後任には前院長の伊藤斉氏が７月１日に着任する。
　３．リハビリテーションの実施状況について
　　　本年４月１日開始したリハビリテーションについて、現時点ではフル活動の状
　　況にあり、患者様にもたいへん好評である。
　４．訪問看護の実施状況について
　　　昨年８月から開始している訪問看護について、今年度から他の病院の主治医か
　　ら診療情報提供書をいただくことで、当病院医師が「かかりつけ医」の立場から
　　訪問看護が実施できるようになった。

　教育長の教育行政報告では２点の報告がありました。
　１．放課後子どもプランについて
　　　昨年までの放課後子ども教室と放課後児童プランを統合した「放課後子どもプ
　　ラン」を実施しており、現在22名の子どもたちが創作活動施設や町民体育館、町
　　民センターを中心に体験活動や学習、運動等を実施しており、好評を得ている。
　２．「夢と希望を！感動体験事業」について
　　　中学校から修学旅行を活用した、①「おたる水族館」見学、②「吹きガラス」
　　体験、③「劇団四季ウイキッド」鑑賞の交付申請があり、５月27日の社会教育委
　　員会議で審議され了承された。

　一般質問では、通告順に７議員が質問を行いました。
　報告では、平成27年度一般会計予算を平成28年度に繰り越して使う「繰越明許費繰
越計算書」のほか、町が資本金を出資している「中頓別観光開発株式会社」、「有限
会社中頓別振興公社」の平成27年度経営状況が報告されました。
町長から提案された、専決処分に伴う承認３件、任期満了に伴い町長が推薦する人権
擁護委員候補者に対する意見の諮問２件、条例改正、補正予算を含む７議案を原案可
決し、会期を1日残して７日に閉会しました。



第２回定例会で
　　　決まりました

なかとんべつ町議会だより１９４号３

第２回定例会で
　　　決まりました

○ 

承
認
第
２
号　

専
決
処
分
の
承
認
（
税
条
例
の

　

 

一
部
改
正　

３
月
31
日
専
決
）

　
 　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
よ
る
、
法
人
の
町
民

　
 

税
申
告
納
付
、
不
足
額
の
納
付
手
続
き
及
び
軽

　

 
自
動
車
税
の
種
別
割
、
環
境
性
能
割
の
税
率
等 

　

 
の
改
正
。

○ 

承
認
第
３
号　

専
決
処
分
の
承
認
（
国
民
健
康

　

 

保
険
税
条
例
の
一
部
改
正　

３
月
31
日
専
決
）

　

 　

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
る
、
国
民
健

　

 

康
保
険
税
の
５
割
軽
減
及
び
２
割
軽
減
と
な
る

　

 

所
得
の
範
囲
の
改
正
。

○ 

承
認
第
４
号　

専
決
処
分
の
承
認
（
税
条
例
の 

 　

一
部
改
正　

５
月
25
日
専
決
）

 　

外
国
居
住
者
等
所
得
相
互
免
除
法
の
改
正
に
よ

　

り
、
特
例
適
用
利
子
等
又
は
特
例
適
用
配
当
等

　

を
有
す
る
者
に
対
し
、
当
該
額
に
係
る
所
得
を

　

分
離
課
税
す
る
改
正
。

○ 

諮
問
第
１
号　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
対
す

　

 

る
意
見　

石
井
英
正
氏
（
再
任
）

○ 

諮
問
第
２
号　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
対
す

 　

る
意
見　

藤
田
淳
麿
氏
（
再
任
）

　
　

 

諮
問
第
１
号
、
第
２
号
は
、
任
期
満
了
に
伴 

　

 

い
、
町
長
が
推
薦
す
る
人
権
擁
護
委
員
２
名
に 

　

 

つ
い
て
、
議
会
の
意
見
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
に

　

 

関
し
て
、
い
ず
れ
も
適
任
で
あ
る
と
答
申
し
ま

　

 

し
た
。

 　

（
任
期
３
年　

平
成
28
年
６
月
25
日
〜

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
31
年
６
月
24
日
）

○ 

議
案
第
54
号　

過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定
資
産

　

 

税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例

　

 　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
規
定
に

　

 

基
づ
き
、
固
定
資
産
の
課
税
に
つ
い
て
中
頓
別

　

 

町
税
条
例
の
特
例
を
設
け
る
た
め
に
制
定
。

○ 

議
案
第
55
号　

行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴

　

 

う
関
係
条
例
の
整
理
等
に
関
す
る
条
例
（
一
部

　

 

改
正
）

　
　

 

行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

　

 

の
整
理
等
に
関
す
る
条
例
の
う
ち
、
固
定
資
産

　

 

評
価
審
査
委
員
会
条
例
中
、
固
定
資
産
課
税
台

　

 

帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に
係
る
審
査
の
申
出
の

　

 

適
用
を
、
平
成
28
年
４
月
１
日
以
後
に
行
わ
れ 

　

 

た
「
公
示
」
か
ら
適
用
す
る
た
め
の
改
正
。

○ 

議
案
第
56
号　

国
民
健
康
保
険
病
院
条
例
（
一

　

 

部
改
正
）

　
　

 

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
訪
問
看
護
と
リ
ハ
ビ

　
 

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
医
療
部
に
お
け
る

　
 

事
務
分
掌
を
個
別
標
記
に
す
る
と
と
も
に
、
医

　

 
療
部
の
内
部
局
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
を

　

 

追
加
す
る
改
正
。

○ 

議
案
第
57
号　

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

　

 

組
合
規
約
の
変
更

○ 

議
案
第
58
号　

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合

　

 

規
約
の
変
更

○ 

議
案
第
59
号　

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災 

　

 

害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

　
　

 

議
案
第
57
号
か
ら
第
59
号
は
、
構
成
団
体
の

　

 

解
散
に
伴
う
脱
退
に
よ
る
変
更
。

○ 

議
案
第
60
号　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

 　

歳
入
歳
出
に
１
億
98
万
円
を
追
加
。
総
額
は   

　

 

34
億
５
千
４
８
４
万
円
に
。

　
　

 

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
消
費
税
の
引
き
上
げ

　

 

に
伴
う
、
低
所
得
の
住
民
に
対
す
る
臨
時
福
祉

　

 

給
付
金
１
３
５
万
円
、
賃
金
引
き
上
げ
の
恩
恵

　

 

を
受
け
に
く
い
低
所
得
者
の
障
害
・
遺
族
基
礎

　

 

年
金
受
給
者
に
対
す
る
年
金
生
活
者
等
支
援
臨

　

 

時
福
祉
給
付
金
２
４
０
万
円
、
認
定
こ
ど
も
園

　

 

通
園
バ
ス
運
転
手
、
補
助
員
賃
金
１
４
０
万
円

　

 

（
民
生
費
）

　

 　

１
条
仲
通
り
線
設
計
業
務
委
託
料
３
５
０
万

　

 

円
、
あ
か
ね
団
地
公
営
住
宅
解
体
工
事
３
６
０

　

 

万
円
、
西
団
地
単
身
老
人
向
け
公
営
住
宅
屋
上

　

 

防
水
改
修
工
事
５
９
０
万
円
（
土
木
費
）

　
　

 

老
朽
化
し
た
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
水
槽
車
更

　

 

新
の
た
め
の
南
宗
谷
消
防
組
合
負
担
金
５
千
６

　

 

６
０
万
円
（
消
防
費
）

　

 　

地
域
活
性
化
基
金
積
立
金
１
千
８
０
３
万
円

　

 

（
諸
支
出
金
）
を
追
加
す
る
も
の
。

議
　
決
　
内
　
容

議
　
決
　
内
　
容
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ここが聞きたい、知りたい

私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問
質　

問

●
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
普
及
促
進

　

に
つ
い
て

　

本
町
で
も
公
共
施
設
な
ど
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
が
進

ん
で
い
る
が
、
３
６
５
日
利
用
可
能
で
夜
遅
く
ま
で

営
業
し
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
設
置
す

べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
、
小
・
中
学
校
に
お
け
る
Ａ

Ｅ
Ｄ
教
育
の
現
状
と
教
職
員
に
対
す
る
講
習
の
取
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

○
小
林
町
長

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
公
共
施
設

等
15
か
所
に
設
置
し
て
い
る
。
コ
ン
ビ
ニ
等
の
施
設

へ
の
配
置
に
つ
い
て
今
後
事
業
所
等
と
の
協
議
を
進

め
て
い
き
た
い
。

答　

弁　

○
田
邊
教
育
長

　

平
成
22
年
度
か
ら
、
小
学
校
は
保
健
室
に
１
台
、

中
学
校
は
体
育
館
に
１
台
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
小
学
校
、
中
学
校
と
も
に
、
設
置
の
目
的
や

使
用
方
法
等
に
つ
い
て
児
童
生
徒
に
指
導
を
行
っ
て

お
り
、
毎
年
、
小
学
校
で
は
５
年
生
と
６
年
生
、
中

学
校
で
は
２
年
生
に
南
宗
谷
消
防
組
合
中
頓
別
支
署

の
協
力
に
よ
る
救
命
講
習
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
実
技
指
導
等

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
小
学
校
・
中
学
校
の
教
職
員
は
、
全
員
が

普
通
救
命
講
習
（
実
技
）
を
受
講
し
て
い
る
。

質　

問

●
非
常
勤
特
別
職
に
つ
い
て

　

第
２
回
臨
時
会
で
非
常
勤
特
別
職
設
置
条
例
を
可

決
し
た
が
、
い
ま
だ
に
採
用
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な

ぜ
か
。

　

重
要
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
参
与
、
顧
問
を
設

置
す
る
こ
と
を
提
案
さ
れ
、
今
回
は
長
寿
園
の
経
営

改
善
に
当
た
ら
せ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
提
案

さ
れ
た
時
点
で
人
材
確
保
の
目
途
は
あ
っ
た
の
か
。

　

な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
あ
ま
り
に
も
議
会
を
軽
視

し
、
町
政
を
私
物
化
し
て
い
な
い
か
。

答　

弁　

○
小
林
町
長

　

宗
谷
総
合
振
興
局
等
に
対
し
福
祉
分
野
に
精
通
し

た
方
の
紹
介
が
可
能
か
ど
う
か
打
診
す
る
な
ど
人
選

を
検
討
し
て
き
た
が
、
結
論
を
得
る
に
い
た
ら
な
か

っ
た
。

　

条
例
提
案
時
に
は
、
具
体
的
な
引
き
受
け
手
の
目

途
は
立
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
大
変
重
要
か
つ
困
難

な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
是
が
非
で
も
福
祉
分
野

に
精
通
し
た
方
を
配
置
し
た
い
と
の
強
い
思
い
が
あ

っ
た
。

質　

問

●
中
頓
別
町
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　

４
つ
の
基
本
目
標
の
一
つ
に
「
効
果
的
な
情
報
発

信
お
よ
び
移
住
者
の
受
入
支
援
」
を
掲
げ
て
い
る
が
、

戦
略
性
、
具
体
性
に
乏
し
い
感
が
あ
る
。

　

親
子
（
山
村
）
留
学
を
移
住
・
定
住
事
業
の
中
核

に
据
え
、
複
式
学
級
の
解
消
や
人
口
増
に
つ
な
げ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

弁　

○
小
林
町
長

　

移
住
政
策
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
、
希
望

者
へ
の
個
別
フ
ォ
ロ
ー
、
住
宅
整
備
を
掲
げ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
お
試
し
暮
ら
し
の
取
組
み
の
強
化
や
移

住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
配
置
、
住
宅
の
確
保
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
く
。
特
に
児
童
、
生
徒
が
い
る
家
族

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
で
、
複
式
学
級

の
解
消
や
人
口
増
に
つ
な
げ
て
い
く
取
り
組
み
と
し

て
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

山
村
留
学
に
つ
い
て
は
、
町
民
有
志
で
取
り
組
み

の
動
き
が
あ
る
の
で
、
地
域
、
学
校
、
教
育
委
員
会

な
ど
の
協
議
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
町
と
し
て
の
対
応

を
検
討
し
た
い
。

細 

谷 

久 

雄 

議
員

星 

川 

三
喜
男 

議
員
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答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　

今
回
の
編
集
後
記
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
文

字
数
が
限
ら
れ
た
ツ
ー
ル
の
中
で
用
い
ら
れ

る
用
法
に
よ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
す
る
若
い
層
の
方
々
に
興
味
を
持

っ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
と
の
考
え
か
ら
記

述
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

戸
籍
だ
よ
り
の
ひ
と
の
動
き
に
関
し
て
は
、

５
月
号
で
は
「
な
し
」
と
記
載
し
た
が
、
住

民
の
方
か
ら
月
末
処
理
で
な
く
て
も
掲
載
す

べ
き
で
は
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
こ
と

も
あ
り
、
今
後
の
対
応
に
反
映
し
た
い
。

答
　
弁
　
○
遠
藤
総
務
課
長

　

広
報
誌
へ
の
若
い
層
か
ら
の
関
心
を
狙
っ

た
だ
け
で
な
く
、
広
報
担
当
者
の
心
境
や
思

い
を
ユ
ニ
ー
ク
に
表
現
し
、
編
集
後
記
の
読

者
か
ら
指
摘
を
受
け
た
り
、
意
味
を
訊
ね
た

り
し
て
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
よ
う

な
目
的
も
あ
っ
た
。

質
　
問

●
非
常
勤
特
別
職
の
設
置
に
つ
い
て

　

中
頓
別
町
非
常
勤
特
別
職
設
置
条
例
が
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
て
以
降
な
ん
の
音
沙
汰

も
な
い
現
状
を
説
明
願
い
た
い
。

　

町
職
員
３
名
と
は
誰
か
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委
員
会
に
参
加
す
る
非
常
勤
特
別
職
は
今
後

も
探
し
続
け
る
の
か
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
か
ら
非
常
勤
特
別
職
の

設
置
に
無
理
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

質
　
問

●
広
報
広
聴
、
統
計
な
ど
、
情
報
発
信
の
在

　
り
方
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
は
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
内
で

工
夫
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
今
回
の
広
報

な
か
と
ん
べ
つ
４
月
号
と
５
月
号
に
掲
載
さ

れ
た
編
集
後
記
の
冗
長
的
記
述
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　

ま
た
、
５
月
号
で
は
戸
籍
だ
よ
り
の
ひ
と

の
う
ご
き
（
人
口
等
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
も
不
可
解
で
あ
り
、
掲
載
で
き
な
い

理
由
を
説
明
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
、
若
者

を
中
心
に
利
用
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
あ
っ
て
も
、
今
回
の
編
集

後
記
の
よ
う
な
、
意
味
不
明
で
唐
突
な
終
わ

り
方
は
存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。

り
、
本
定
例
会
の
会
期
中
、
ま
た
は
、
法
人

の
委
員
会
が
開
催
さ
れ
る
６
月
22
日
ま
で
に

臨
時
会
を
開
い
て
、
廃
止
条
例
を
提
案
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　

宗
谷
総
合
振
興
局
等
に
対
し
福
祉
分
野
に

精
通
し
た
方
の
紹
介
が
可
能
か
ど
う
か
打
診

す
る
な
ど
人
選
を
検
討
し
て
き
た
が
、
結
論

を
得
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
南
宗
谷
福
祉
会

で
は
、
先
日
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
、

長
寿
園
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
を
法
人

が
主
体
的
に
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
町
と
し
て
は
改
め
て
町
職
員
３
名
を

参
加
さ
せ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

委
員
会
に
参
加
す
る
常
勤
職
は
総
務
課
長
、

政
策
経
営
室
長
、
保
健
福
祉
課
長
で
、
本
委

員
会
に
関
わ
る
非
常
勤
特
別
職
の
設
置
は
断

念
す
る
。

　

条
例
を
廃
止
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
理

解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
非
常
勤
特
別
職
の

設
置
自
体
に
は
前
々
か
ら
必
要
性
を
感
じ
て

い
た
。
南
宗
谷
福
祉
会
の
た
め
と
限
定
的
に

提
案
し
た
つ
も
り
で
は
な
い
。

質
　
問

●
産
業
振
興
条
例
の
活
用
に
つ
い
て

　

産
業
の
振
興
を
目
的
と
し
た
酪
農
振
興
支

援
条
例
と
商
工
業
振
興
支
援
条
例
が
３
月
定

例
会
で
制
定
さ
れ
た
が
、
農
業
と
商
工
業
に

お
け
る
事
業
規
模
の
差
な
ど
を
見
直
さ
な
け

れ
ば
、
誰
も
が
活
用
で
き
る
制
度
と
は
い
え

な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

制
度
の
申
請
窓
口
は
一
本
化
さ
れ
て
い
る

の
か
。
町
か
ら
配
布
さ
れ
た
お
知
ら
せ
で
は
、

条
件
な
ど
の
詳
細
を
役
場
に
問
い
合
わ
せ
、

確
認
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

農
業
か
ら
商
工
業
へ
と
繋
が
る
肉
牛
な
ど

の
畜
産
や
、
牛
の
排
泄
物
か
ら
発
生
す
る
バ

イ
オ
マ
ス
ガ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
な
ど
を
求

め
る
声
に
つ
い
て
、
本
制
度
の
活
用
を
含
め
、

町
と
し
て
は
い
か
が
お
考
え
か
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　

下
限
事
業
費
を
１
０
０
万
円
と
設
定
し
て

い
る
が
、
関
係
機
関
や
事
業
者
の
意
見
等
を

拝
聴
し
、
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
条

例
内
容
の
見
直
し
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
も
協
議
会
を
設
置
し
検
討
す
る
準
備
を

進
め
て
お
り
、
特
に
酪
農
の
家
畜
バ
イ
オ
マ

ス
を
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
実
的

に
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

答
　
弁
　
○
平
中
産
業
建
設
課
長

　

申
請
の
窓
口
に
つ
い
て
、
現
在
は
基
本
的

に
農
協
と
商
工
会
で
あ
る
が
、
町
か
ら
チ
ラ

シ
を
配
布
し
た
時
点
で
は
、
対
応
が
具
体
的

と
な
る
前
の
段
階
で
あ
っ
た
た
め
、
第
一
報

と
し
て
周
知
し
、
役
場
へ
の
問
い
合
わ
せ
と

し
た
。

宮 

崎 

泰 

宗 

議
員
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住
む
側
と
受
け
入
れ
る
側
、
ど
ち
ら
に
も
課

題
は
多
く
、
積
極
的
に
町
外
へ
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
状
況
で
は
な
い
。

　

「
社
会
性
が
培
わ
れ
な
い
、
競
争
意
識
が

希
薄
に
な
る
。
学
力
は
付
く
の
か
」
等
の
小

規
模
校
に
対
す
る
不
安
や
誤
解
を
受
け
や
す

い
部
分
に
応
え
る
形
で
、
中
頓
別
の
教
育
活

動
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

質
　
問

●
施
設
内
の
土
足
化
に
つ
い
て

　

本
町
の
施
設
に
お
い
て
、
外
靴
の
ま
ま
出

入
り
で
き
利
用
で
き
る
土
足
化
、
出
入
口
等

の
段
差
や
急
ま
た
は
長
い
ス
ロ
ー
プ
を
無
く

す
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
積
極
的
に
進
め
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

病
院
や
町
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
公
共
施
設

の
利
用
に
お
け
る
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　

本
町
に
お
け
る
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
策
定
す
る

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
の
中
で
計

画
し
、
順
次
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

答
　
弁
　
○
青
木
教
育
次
長

　

町
民
セ
ン
タ
ー
で
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

主
に
行
事
な
ど
で
外
靴
の
ま
ま
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
機
会
を
設
け
て
い
る
が
、
常
時
の

土
足
対
応
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
も
施

設
の
管
理
や
安
全
性
を
考
慮
し
検
討
し
て
い

質
　
問

●
山
村
留
学
に
つ
い
て

　

町
民
有
志
に
よ
る
中
頓
別
町
山
村
留
学
準

備
会
の
動
き
に
対
し
、
行
政
は
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
く
の
か
。
準
備
会
、
行
政
、
学

校
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
は
統
一
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　

今
後
、
子
ど
も
だ
け
で
の
山
村
留
学
に
つ

い
て
、
受
け
入
れ
先
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ

る
の
か
。
家
族
単
位
で
の
山
村
留
学
に
つ
い

て
は
、
町
外
へ
周
知
し
て
い
く
の
か
。

答
　
弁
　
○
田
邊
教
育
長

　

山
村
留
学
に
は
、
多
様
な
意
見
が
あ
り
、

取
組
に
準
備
会
が
で
き
た
こ
と
は
承
知
し
て

お
り
、
こ
の
動
き
は
、
移
住
・
定
住
事
業
と

連
動
す
る
も
の
と
考
え
、
保
護
者
と
一
緒
に

子
ど
も
が
本
町
に
移
り
住
み
、
小
学
校
や
中

学
校
へ
通
学
す
る
こ
と
は
歓
迎
す
る
が
、
留

学
生
と
し
て
迎
え
る
わ
け
で
は
な
く
、
保
護

者
の
転
勤
な
ど
で
、
転
入
、
転
校
し
て
く
る

子
ど
も
と
な
ん
ら
変
わ
り
な
い
。
特
に
準
備

会
と
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
統
一
さ
れ
て
い

る
と
は
言
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

子
ど
も
だ
け
で
の
山
村
留
学
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
負
担
や
、
幼
い
子
ど
も

が
親
元
を
離
れ
る
こ
と
の
影
響
な
ど
か
ら
、

受
け
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
、
現
時

点
で
は
、
親
子
山
村
留
学
と
い
う
形
に
つ
い

て
も
、
町
内
で
の
雇
用
や
住
居
な
ど
、
移
り

き
た
い
。

答
　
弁
　
○
小
林
国
保
病
院
事
務
長

　

病
院
の
床
は
濡
れ
た
靴
で
は
滑
り
や
す
く
、

靴
を
履
き
替
え
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
危
険

で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
玄
関
先
の
舗
装

に
つ
い
て
は
早
急
に
補
修
し
、
高
い
段
差
の

乗
り
降
り
が
大
変
な
場
合
に
は
事
務
所
に
い

る
職
員
が
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

答
　
弁
　
○
山
内
産
業
建
設
課
参
事

　

公
共
施
設
の
段
差
解
消
に
つ
い
て
は
、
管

理
計
画
だ
け
で
な
く
、
長
寿
命
化
計
画
の
中

で
も
、
ス
ロ
ー
プ
が
適
切
か
、
他
の
対
応
を

と
る
べ
き
か
を
判
断
し
、
来
年
以
降
改
修
し

て
い
き
た
い
。

質
　
問

●
行
政
情
報
発
信
方
法
を
積
極
的
に

　

行
政
に
関
す
る
情
報
発
信
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
等

様
々
な
方
法
が
利
用
さ
れ
、
行
政
の
利
便
性

を
さ
ら
に
高
め
、
迅
速
な
情
報
発
信
を
行
う

と
い
う
こ
と
で
は
当
町
も
「
公
式
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
」
を
活
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
そ
の
利
便
性
か
ら
爆
発
的
に

普
及
し
情
報
ツ
ー
ル
と
し
て
世
界
中
に
認
知

さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
わ
が
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
連
携
さ
せ
、
記
録
型
情
報
発
信
方
法

か
ら
、
現
在
進
行
形
あ
る
い
は
未
来
予
想
型

の
情
報
発
信
方
法
へ
の
併
用
や
変
換
を
す
る

べ
き
と
考
え
る
が
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　

情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
急
速

に
台
頭
し
て
き
て
い
る
と
の
認
識
は
持
っ
て

い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は
多
く
の
種
類
が
あ
り
、

自
治
体
が
取
り
組
む
上
で
ど
の
よ
う
な
も
の

が
よ
り
効
果
的
か
を
し
っ
か
り
見
極
め
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
内
容
は
、
確
か
に
事
業
等
が
終
了

し
た
情
報
が
多
く
、
新
た
な
取
り
組
み
等
に

関
す
る
情
報
を
よ
り
積
極
的
に
掲
載
す
る
こ

と
で
我
が
町
の
魅
力
を
広
く
情
報
発
信
す
る

こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

長
谷
川 

克 

弘 

議
員
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者
が
減
少
す
る
悪
循
環
が
生
じ
て
き
た
。

　

こ
の
状
況
改
善
の
た
め
、
策
定
中
の
観
光

振
興
計
画
で
も
観
光
地
域
づ
く
り
の
観
点
か

ら
ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
を
指
定
管
理
し
て
い
る

観
光
開
発
株
式
会
社
に
新
た
に
支
配
人
を
統

括
責
任
者
と
し
て
配
置
し
、
そ
の
中
で
従
業

員
全
体
で
会
社
の
経
理
や
運
営
の
改
善
を
進

め
、
研
修
を
重
ね
利
用
者
の
満
足
度
を
高
め

て
い
く
、
そ
の
た
め
経
営
陣
相
互
の
連
携
強

化
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　

施
設
面
で
は
老
朽
化
に
伴
い
、
利
用
者
に

不
便
な
所
も
多
く
、
改
善
が
必
要
な
も
の
の

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
中
で
、
優
先
順
位
を
つ
け
順

次
改
修
し
て
い
く
。

質
　
問

●
鍾
乳
洞
の
観
光
施
設
と
し
て
の
在
り
方

　

観
光
施
設
と
し
て
の
現
状
で
は
物
足
り
な

い
。
７
億
円
以
上
を
投
資
し
な
が
ら
無
料
で

あ
る
。

　

有
料
化
し
売
店
な
ど
も
設
置
し
て
活
性
化

で
き
な
い
か
。
町
長
の
考
え
は
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　

本
町
の
貴
重
な
観
光
資
源
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
る
。
平
成
14
年
度
か
ら
の
４
年
間
で

鍾
乳
洞
自
然
ふ
れ
あ
い
公
園
整
備
事
業
を
進

め
て
き
た
。

　

有
料
化
は
現
状
の
ま
ま
で
は
難
し
い
と
考

え
て
い
る
。

　

今
後
の
運
営
に
つ
い
て
観
光
振
興
計
画
で

質
　
問

●
ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
の
経
営
に
つ
い
て

　

今
後
の
方
針
な
ど
は
策
定
中
の
観
光
振
興

計
画
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
当
面
、

職
員
体
制
も
か
わ
り
、
経
営
に
期
待
す
る
こ

と
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
（
会
社

経
営
陣
に
対
す
る
こ
と
、
職
員
に
対
す
る
こ

と
、
施
設
整
備
に
関
す
る
こ
と
）

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　

ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
は
毎
年
利
用
者
の
減
少

に
よ
り
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、

町
民
の
保
養
施
設
と
し
て
、
ま
た
、
観
光
客

の
誘
致
に
貴
重
な
資
源
で
あ
り
、
有
効
に
活

用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　

苦
し
い
経
営
が
継
続
し
、
従
業
員
縮
減
に

よ
る
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
食
堂
メ
ニ
ュ

ー
な
ど
に
顧
客
満
足
度
低
下
を
招
き
、
利
用

検
討
し
た
い
。
ど
う
す
れ
ば
有
料
化
の
可
能

性
が
あ
る
の
か
も
含
め
、
地
域
全
体
と
し
て

の
観
光
地
域
づ
く
り
の
観
点
か
ら
協
議
さ
れ

る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
計
画
内
容
を
受
け

て
検
討
す
る
。

質
　
問

●
妊
産
婦
の
助
成
に
つ
い
て

　

北
海
道
は
本
年
度
、
地
元
に
お
産
が
で
き

る
産
科
医
療
機
関
が
な
い
妊
産
婦
に
対
し
、

妊
婦
健
診
時
の
交
通
費
や
出
産
直
前
の
宿
泊

費
を
医
療
機
関
ま
で
の
距
離
に
応
じ
て
補
助

す
る
支
援
事
業
を
創
設
し
た
。

　

本
町
に
は
町
内
に
出
産
で
き
る
医
療
機
関

が
な
く
、
妊
産
婦
や
家
族
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
も
宿
泊
費
の
助
成
が
必
要
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　

北
海
道
で
は
、
妊
産
婦
の
経
費
負
担
を
軽

減
し
、
地
方
の
少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る

狙
い
と
し
て
、
本
年
４
月
か
ら
妊
婦
安
心
出

産
支
援
事
業
を
創
設
し
、
市
町
村
が
道
の
補

助
事
業
と
し
て
行
っ
た
場
合
に
一
部
を
負
担

す
る
仕
組
み
を
実
施
し
た
。

　

当
町
と
し
て
は
現
在
、
道
の
事
業
実
施
を

受
け
、
出
産
時
の
宿
泊
費
の
助
成
実
施
に
向

け
検
討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今

後
開
催
予
定
の
道
に
よ
る
内
容
の
説
明
を
受

け
、
具
体
的
な
助
成
内
容
等
に
つ
い
て
精
査

し
た
う
え
で
、
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
、
予

算
の
補
正
と
条
例
改
正
に
つ
い
て
提
案
し
た

い
。

質
　
問

●
自
治
会
の
再
編
に
つ
い
て

東
海
林 

繁 

幸 

議
員

佐 

藤 

奈 

緒 

議
員

西 

浦 

岩 

雄 

議
員



なかとんべつ町議会だより１９４号 ８

　

少
子
高
齢
化
の
時
代
と
な
り
、
本
町
で
も

毎
年
人
口
減
少
が
続
い
て
い
る
。
町
を
構
成

し
て
い
る
自
治
会
も
人
口
減
少
に
伴
っ
て
十

分
な
活
動
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
出
て
き
て

い
る
。

　

自
治
会
を
再
編
し
て
本
来
の
活
動
を
取
り

戻
す
こ
と
は
町
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
に
な
る

と
思
う
。
こ
れ
か
ら
の
自
治
会
の
在
り
方
に

つ
い
て
町
と
し
て
の
考
え
を
伺
う
。

答
　
弁
　
○
小
林
町
長

　

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
今
日
の
少
子
高
齢
化

社
会
の
中
で
自
治
会
の
役
割
は
、
大
変
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
特
に
、
高
齢
者
や

障
が
い
を
持
つ
方
々
等
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
く
上
で
自
治
会
の
存
在
は
、
無

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
一
面
、
自
治
会
は
あ
く
ま
で
も
自
主
的
な

組
織
団
体
で
あ
り
、
現
在
の
自
治
会
区
割
り

も
自
治
会
相
互
の
話
し
合
い
に
よ
り
決
め
ら

れ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
、
数
十
年

を
経
過
し
そ
の
地
域
の
方
々
に
な
じ
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
再
編
に
は
各
自
治
会
の
協
力

が
必
要
で
あ
り
、
自
治
会
連
合
会
で
の
議
論

の
中
で
そ
の
方
向
性
を
見
出
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
軒
数
が
少

な
く
活
動
が
機
能
し
て
い
な
い
自
治
会
に
つ

い
て
は
、
総
務
課
が
事
務
局
と
な
り
、
社
会

福
祉
協
議
会
が
見
守
り
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
と
っ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
も
各
自
治
会

の
自
主
性
を
尊
重
し
な
が
ら
再
編
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
き
た
い
。

　

世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
舛
添
前
都
知
事
の
進
退
に
関
す
る
報
道
の
中

で
、
テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
、
「
法
の
下
で
は
、
疑
わ
し
き
は
罰
せ
ず

だ
が
、
政
治
の
世
界
で
は
、
疑
わ
し
き
は
罰
せ
ら
れ
る
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

政
治
資
金
規
正
法
は
政
治
家
自
ら
が
つ
く
っ
た
ザ
ル
法
で
、
違
反
（
虚
偽
の
報

告
な
ど
）
が
明
る
み
に
な
っ
て
も
、
記
載
内
容
を
訂
正
す
れ
ば
罰
せ
ら
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

彼
を
辞
任
に
追
い
込
ん
だ
の
は
、
自
身
の
政
治
資
金
に
含
ま
れ
る
政
党
交
付

金
（
国
民
の
税
金
）
や
都
の
予
算
を
私
的
に
乱
用
し
た
こ
と
で
、
法
に
触
れ
な

く
て
も
、
都
民
、
国
民
に
と
っ
て
は
許
し
が
た
い
居
直
り
に
映
っ
た
か
ら
で
し

ょ
う
。
追
及
の
甘
い
都
議
会
情
勢
が
一
転
し
、
辞
職
か
議
会
解
散
を
迫
る
不
信

任
案
で
と
ど
め
を
刺
し
た
の
は
、
他
な
ら
ぬ
世
論
に
負
け
た
推
薦
母
体
の
政
権

与
党
で
し
た
。

　

自
治
体
の
首
長
、
議
員
は
こ
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
都
知
事
と
都
議
を
選
ぶ
の
は
都
民
で
あ
り
、
政
権
与
党
を
選
ん
だ
の

は
国
民
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
す
。

　

良
く
も
悪
く
も
、
有
権
者
の
判
断
が
自
治
体
の
未
来
を
左
右
し
ま
す
。
非
常

勤
特
別
職
設
置
条
例
の
よ
う
に
、
実
現
し
な
い
政
策
を
提
案
す
る
の
は
税
金
の

無
駄
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
臨
時
会
を
開
く
の
は
究
極
の
公
金
の
無
駄
遣
い
で

す
。
町
民
の
皆
様
の
評
価
は
如
何
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
綴
人
・
宮
崎
泰
宗
）

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
町
づ
く
り
や
議
会
活
動
な
ど
に

つ
い
て
思
い
を
綴
る
も
の
で
す
。

議
員
だ
よ
り
〜
私
の
思
い
〜

『
疑
わ
し
き
は
罰
せ
ら
れ
る
？
』

　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な場です。
　議会では、議会だよりで情報の提供に努めていますが、町政の動きを定例会や各種委員会を
実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。
　次の定例会は、９月に招集されます。日程は、議会だより臨時号などでお知らせします。

議会を傍聴しましょう

ホームページで議事録などを公開しています
　町のホームページ（http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp）で議会だより、定例会の議事
録などを公開しています。町ホームページから 議会 へ進みご覧ください。
　議会日程や傍聴の手続き、請願・陳情などのお問合せは、℡6-2244（議会事務局）へ。
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※　町が出資する法人等は、毎年度、経営状況を
　議会に報告しなければなりません。

報告第２号　中頓別観光開発株式会社の経営状況
　　　　　　報告
　ピンネシリ温泉の平成27年度決算は、前年度に
比べ宿泊者で422人減少、入館者で814人増加。当
期純利益が210,508円となり、４年ぶりに黒字決算
となった昨年度に引き続き黒字決算となりました。
●損益計算結果、貸借対照表
・収 益 合 計　 34,317,444円
・費 用 合 計　 34,030,628円
・営 業 利 益　　  286,816円
・当期純利益　　  210,508円
・資 産 合 計　　9,311,347円
・負 債 合 計　　4,569,824円
・純資産合計　　4,741,523円
●利用状況
・宿  泊  者  数　　  3,044人（前年度　3,466人）
・入  館  者  数　　10,401人（前年度　9,587人）
・会食利用件数　　　  42件（前年度　　40件）
・利  用  人  数　　   642人（前年度　  690人）

※　町が出資する法人等は、毎年度、経営状況を
　議会に報告しなければなりません。

報告第３号　有限会社中頓別振興公社の経営状況
　　　　　　報告
　寿レクレーション施設、一般廃棄物処理施設、
鍾乳洞ふれあい公園、国保病院管理清掃、有害鳥
獣処理施設業務等を営む同社全体の平成27年度決
算状況は次のとおりです。
　当期純利益が843,459円となりました。
●損益計算結果、貸借対照表
・収 益 合 計　73,931,874円
・費 用 合 計　72,756,008円
・営 業 利 益　 1,175,866円
・当期純利益　 　843,459円
・資 産 合 計　20,741,786円
・負 債 合 計　 4,587,328円
・純資産合計　16,154,458円

※　繰越明許費（くりこしめいきょひ）は、予算
　に計上されているが、年度内に支出が終わらな
　いと見込まれるものについて、予算に定めるこ
　とにより、翌年度に繰り越して支出することが
　できるものです。

報告第１号　平成２７年度一般会計繰越明許費繰
　　　　　　越計算書の報告
　平成27年度から28年度に次の事業予算が繰り越
されました。

報　告　事　項
           

（単位：万円）

事 業 名 繰越金額

ネットワーク強靭化対策事業 2,946
全社会資源参加シェアコミュ

ニティ構築事業 
3,126

年金生活者等支援臨時福祉給

付金事業 
1,525

小規模・多機能ミルクプラント

拠点づくり事業 
3,259

観光振興計画策定事業 800
合   計 11,656



　

去
る
５
月
17
日
に
礼
文
町
で
開
催
さ
れ
た

宗
谷
管
内
町
村
議
会
議
員
研
修
会
に
参
加
し

ま
し
た
。
宗
谷
管
内
議
長
会
会
長
の
浜
頓
別

町
議
会
議
長
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
議
員
の

な
り
て
不
足
が
問
題
提
起
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

本
町
に
お
い
て
も
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

議
員
の
な
り
て
不
足
の
問
題
は
他
人
ご
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
新
人
議
員
と
し
て
こ
の
１
年
間
議
員

活
動
を
す
る
中
で
家
事
、
育
児
を
し
な
が
ら

の
議
員
活
動
に
は
無
理
が
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
議
長
会
会
長
も
女
性
議
員
を
増
や
す

た
め
の
環
境
づ
く
り
が
大
切
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
で
は
、
女
性
議
員
を
増
や
す
た
め
の

環
境
づ
く
り
と
は
何
で
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
定
例
会
や
臨
時
会
は
仕
方
な
い

に
し
て
も
、
議
員
同
士
の
親
睦
会
や
交
流
会

等
は
子
ど
も
連
れ
を
認
め
て
も
ら
え
る
環
境
、

子
ど
も
が
病
気
の
時
に
定
例
会
や
臨
時
会
と

ぶ
つ
か
っ
た
場
合
、
会
議
を
休
む
こ
と
を
認

め
て
も
ら
え
る
環
境
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

他
に
も
女
性
議
員
を
増
や
す
た
め
の
環
境
づ

く
り
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
一
度
、
議
会
の
在
り
方
を
考
え
る
時
が
来

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
様
の
声
を
聴
き
、

町
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会（
佐
）

編
　
集
　
後
　
記

14日　宗谷町村議会議長会定期総会（稚内市）
24日　中頓別町故郷会（東京都）
27日　中頓別町観光協会通常総会

１日　中頓別町戦没者慰霊祭
５日　鍾乳洞芝桜まつり
７日　第２回定例会
９日　北海道町村議会議長会定期総会
　　　（札幌市）
12日　中頓別小学校運動会
15日　南宗谷消防組合議会（枝幸町）
24日　議会広報編集特別委員会
25日　こども館運動会
30日　天北地域生活交通確保対策協議会及び
　　　稚内音威子府間「命をつなぐ街道」整
　　　備促進期成会総会（浜頓別町）

議会の動き
４月

８日　中頓別町クリーン作戦
12日　中頓別町農業協同組合通常総会
14日　中頓別町自衛隊協力会通常総会
15日　中頓別消防団春季消防演習
　　　消防組織発足100周年記念式典・祝賀会
17日　宗谷管内町村議会議員研修会（礼文町）
19日　中頓別町商工会通常総会
22日　大法寺開創100周年記念法要
23日　議会運営委員会
　　　中頓別町育英会総会
27日　議会運営委員会
28日　中頓別中学校運動会
31日　中頓別観光開発株式会社定期株主総会

５月

６月

１日　議会広報編集特別委員会
７月

なかとんべつ町議会だより１９４号 10

　平成２８年度宗谷管内町村議会議員研修会が５月
１７日、礼文町中央コミュニティセンターで開催さ
れ、全議員が参加しました。
　稚内地方気象台の予報官　内田秀治氏の「防災気
象情報の活用と大雨災害に備えて」、同じく地震津
波防災官　平山達也氏の「地震・津波と防災」と題
した２つの講演を聴講しました。
　内田秀治氏からは、大雨の情報については注意報、
警報、特別警報の３種類があり、注意報、警報の発
表するタイミングは２時間から３時間前になるので、
情報の種類によって今何をすればいいのかを考えて
行動すること、特別警報が発表されていなくても、
災害が発生しないわけではないので、注意報、警報、
その他の気象情報を活用し、早めの行動をとること。
普段から避難場所や避難経路を確認しておくこと。
特別警報が発表された場合は、あちらこちらで災害
が起きていることが予想されるため、無理に避難せ
ず、家の中でより安全な場所に待機することなど、
大雨災害について説明を受けました。
　平山達也氏からは、宗谷管内で気象庁が観測して
いる最大震度は４で、稚内市では最大震度は３、宗
谷地方は大きな地震がない地域である。2015年1年
間での北海道で震度１以上の揺れは192回で宗谷地
方では６回であった。４月１４日から１６日にかけ
ての熊本地震の特徴は、震度７の地震が２回観測さ
れ、日奈久断層帯が動いたことが原因である。津波
の仕組みは、地震が海底であること、海底を変異さ
せるだけの規模があること、地震が浅いことの３つ
の条件が満たされた時に起こること。津波警報が発
表された場合には、速やかに高台に避難するなど、
津波と防災について説明を受けました。
　いつ起きるか予想できない災害に対する日ごろの
備えの大切さを実感した講演でした。
　　　　　　　　　　　　　（報告者：佐藤奈緒）

宗谷管内町村議会議員研修会報告


